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1 調査概要 
 

市立図書館の今後のあり方に関する市民意向等を把握するため、アンケート調査を実施した。 

項目 市民アンケート調査 来館者アンケート調査 

対象 無作為抽出した 15～89歳の市民 市立図書館 7館の主に中学生以上の来館者 

期間 令和 1/9/13（金）～10/8（火） 令和 1/10/26（土）～30（水） ※休館日除く 

配布／回収方法 郵送／郵送・豊中市 HP経由 手渡／図書館内設置回収箱に投函 

配布／ 
回収数（率） 

2,986票／829票（27.8％） 1,995票／1,681票（84.3％） 

 

2 調査結果概要 

2.1. 属性 

­ 年齢・職業：70歳以上が 20％以上、60歳以上が 40％程度を占める。職業は正規社員・職員や家事専業、

非正規社員・職員、無職が各 20％前後存在。 

­ 家族形態・居住区：配偶者や子どもとの同居が多く、市民アンケートでは一人暮らしも多い。中北部・中部居

住者が多いほか、市民アンケートで北東部居住者、来館者アンケートで北部居住者も多くなっている。 

 

 

 

 

2.2. 読書習慣及び本・情報の入手方法 （市民アンケートのみ） 

­ 読書習慣等：62％に読書習慣、50％に図書館資料の利用が見られる。1か月の読書量では月1～2冊程度、

図書館で借りる冊数では月 2冊以下の割合が高い。 

 

 

 

 

 

­ 本・情報の入手方法：最もよく利用する本の入手先としては書店が半数に選択され、図書館を大きく上回る。生活

や仕事で必要な情報の入手方法としてはテレビ・インターネットが主流で、新聞が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3. 市立図書館の利用状況 

­ 利用頻度：市民アンケートでは利用経験のない回答者が半数を占めるが、30％程度の回答者には月 1 回以上の

定期的利用が見られる。一方で、来館者アンケートでは 2週間に 1回以上利用する回答者が 80％存在する。 

­ 利用施設等（市民アンケートのみ）：千里・岡町図書館の利用率が 50％前後と高く、南部 3館（庄内・高川・庄内幸町）

では 12％程度にとどまる。最もよく利用する図書館の理由として自宅から近いためを選ぶ回答者が大部分で、移

動手段としても徒歩・自転車が多い。 

­ 利用形態等：資料を借りたり返したりする際の利用や、１時間未満の短時間利用が圧倒的に多い。 

­ 利用しない理由等（市民アンケートのみ）：本は買って読む、時間がない、インターネットで調べる、きっかけがないた

めに利用しない回答者が多い。認知度では、市立図書館自体の存在を知らない市民も 13％存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.5%

37.4%

29.9%

27.3%

19.5%

80.9%

35.0%

43.2%

18.9%

10.5%

本や雑誌、ＣＤを借りる・返す

本を読む

予約した本や雑誌、ＣＤを借りる

雑誌を読む

調べ物をする
市民（n=425）

来館者（n=1,681）

54.6%

47.5%

33.2%

23.5%

22.6%

21.2%

13.6%

12.2%

8.0%

7.5%

1.6%

0.2%

0.5%

千里図書館

岡町図書館

野畑図書館

東豊中図書館

蛍池図書館

服部図書館

庄内図書館

高川図書館

庄内幸町図書館

動く図書館

いぶき図書室

利倉西センター図書室

無回答 （n=425）

38.9%

31.3%

29.5%

27.8%

13.9%

13.4%

9.3%

2.3%

2.0%

10.9%

4.8%

本は買って読む

利用する時間がない

利用するきっかけがない

インターネットで調べる

本は読まない

交通の便がよくない

読みたい本や雑誌がない

市外の図書館を利用する

学校の図書館を利用する

その他

無回答 （n=396）

48.5%

33.1%

13.3%

6.2%

3.7%

2.3%

1.8%

0.8%

1.4%

書店で買う

図書館で借りる

インターネットで買う

古書店（古本屋）で買う

電子書籍を買う

友人・知人から借りる

学校の図書館で借りる

その他

無回答
（n=513）

79.1%

73.7%

47.2%

18.2%

14.7%

13.1%

12.2%

10.9%

0.8%

0.6%

テレビ

インターネット

新聞

本

家族に聞く

雑誌

友人に聞く

ラジオ

その他

無回答
（n=829）

豊中市立図書館に関するアンケート調査報告書【概要版】 豊中市教育委員会事務局読書振興課  令和 2 年（2020 年）3 月 

7冊以上 8.6%

5～6冊程度 5.7%

3～4冊程度

13.8%

1～2冊程度

33.9%

ほとんど

読まない

36.9%

無回答 1.2%

（n=829）

1 か月の読書量 

7冊以上 8.0%

5～6冊程度 5.5%

3～4冊程度

11.3%

2冊以下

25.3%

図書館では

借りない

48.3%

無回答 1.6%

（n=513）

1 か月に図書館で借りる冊数 

本を入手する際に最もよく利用する方法 生活や仕事で必要な情報の入手方法 

0.8%

4.4%
6.3%

35.0%

11.5%

40.9%

9.9%

12.4%

22.2%

3.8%

47.8%市民

来館者

ほぼ毎日 1週間に1回以上 2週間に1回程度

1か月に1回程度 1年に数回程度 1度も利用していない

はじめて それ以外 無回答

（n=829）

（n=1,681）

利用頻度 

17.6%

11.5%

11.9%

15.8%

9.0%

6.8%

23.8%

20.1%

18.1%

15.2%

3.1%

3.0%

9.9%

12.9% 8.7%

6.5%

5.9%

市民

来館者

北東部 北部 東部 中北部 中部

西部 南部 その他 無回答

（n=829）

（n=1,681）

3.6%

3.9%
6.4%

2.6%

11.1%

12.3%

17.7%

22.4%

17.1%

15.2%

18.3%

16.1%

23.6%

22.5%

2.1%

5.0%

市民

来館者

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

（n=829）

（n=1,681）

年齢 居住区 

利用施設：利用経験のある施設（市民アンケートのみ） 

利用形態：過ごし方（上位 5項目） 

利用しない理由（市民アンケートのみ） 
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2.4. 市立図書館のこれからのあり方 

 中央図書館整備後の他施設のあり方  

­ 必要な機能：中央図書館に機能集約するにあたり、貸出・返却・予約

受取以外に他図書館・室で必要な機能としては、書架、閲覧スペー

ス、子どものスペース、自習室などが多くの回答者に選択されている。 

­ 必要な行事：子ども向けおはなし会や大人向け講演会、映画会など

が必要とする回答者が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央図書館のあり方  

­ 利用してみたい中央図書館：座席・蔵書が充実した中央図書館へ

の利用意向が多く見られ、特に来館者アンケートで蔵書に対するニ

ーズが高い。 

­ あるとよいスペース：静かな読書空間が約半数の回答者に選択さ

れているほか、子ども連れでの利用や飲食、自習のためのスペース

なども必要と考えられている。 

­ その他：開館時間帯は既存館と同様でよいとの回答が 67％を占め、

飲食・文化・商業・子育て世代向け施設などとの併設が望まれている。 

 市立図書館全体のあり方  

­ 重要と考える役割：子ども読書活動の推進、調べ物や相談への対応、

信頼できる情報の提供、生涯学習の支援、資料の保存などが特に重要

と考えられている。 

­ あり方の見直し方策：市民アンケートでは駅前などへの貸出・返却ポイ

ントの設置が 42％で選択されたほか、施設の集約や民間企業等の活用

も必要と考えられている。来館者アンケートでは、貸出・返却ポイントの

設置と並び、蔵書の優先的充実や現状維持を望む回答が多い。 

­ 充実するとよい資料：実用書や読み物、新しい本、専門書などが特に

多くの回答者に選択されている。 

­ 充実するとよいサービス：セルフ貸出・返却が約半数に選択されてい

る。そのほか、インターネット経由のサービスや児童サービス、医療・健

康情報サービスを充実するとよいと考える回答者も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5. 郷土資料館のあり方等 （市民アンケートのみ） 

­ 市内の歴史・文化財の中では、マチカネワニや高校野球発祥の地記

念公園の認知度が 50％を上回る。 

­ 54％の回答者が郷土資料館を展示見学目的で利用してみたいと考え

ているほか、史跡散策や講座に参加したり、実物に触れたりしてみたい

と考える回答者も 25％前後存在する。 

­ 豊中の自然史、明治・大正・昭和の暮らし、住宅都市のおいたち、市内

散策など、市民生活により身近と考えられるジャンルに関する展示や講

座が望まれている。 

2.6. 市立図書館に関するその他の意見・要望等 

­ 市立図書館では、子どもや若者、成人、高齢者といった主体に応じ

た居場所の提供や、市民同士をつなぐ場の提供といった機能も重

視すべきとの意見が見られる。 

­ サービスに関しては、利用要件の緩和や活発な情報発信、開館日

数の拡大などを望む意見が見られる。 

­ 市立図書館施設の再配置に関しては、中央図書館整備後の利便

性確保を望む意見や、動く図書館の見直しなどに関する意見も見

られる。 

41.7%

36.4%

31.6%

30.5%

24.5%

17.2%

16.5%

7.1%

6.4%

1.6%

8.6%

34.0%

38.5%

29.7%

30.2%

18.4%

15.5%

15.2%

4.9%

4.8%

1.4%

16.1%

子ども読書活動の推進

調べ物や相談

信頼できる情報の提供

生涯学習の支援

資料の保存

専門知識を持つ職員による支援

地域や人との交流の場の創出

地域・市民との協働事業の推進

まちづくりのための集客

その他

無回答
市民（n=829）

来館者（n=1,681）

48.4%

44.4%

34.0%

25.2%

25.0%

22.3%

22.1%

18.7%

11.9%

2.1%

7.1%

45.3%

60.8%

27.1%

20.3%

22.6%

28.1%

15.6%

17.9%

11.1%

1.4%

9.0%

座席数が多くゆったりと過ごせる

蔵書が充実している

交通アクセスがよい

駐車場がある

静かで読書や調べ物に集中できる

開館時間が長い

飲食・会話可能なスペースがある

子ども連れで利用可能なスペースがある

イベントや行事が豊富で魅力がある

その他

無回答
市民（n=829）

来館者（n=1,681）

54.4%

47.3%

38.7%

21.1%

20.0%

15.1%

11.8%

7.7%

7.2%

4.3%

4.3%

3.4%

8.1%

51.1%

37.2%

30.5%

13.8%

28.5%

12.2%

10.4%

8.4%

5.5%

4.0%

4.4%

3.2%

10.1%

書架、閲覧スペース

子どものスペース

自習室

パソコン利用席

新聞・雑誌コーナー

課題解決支援サービス

レファレンスカウンター

ＣＤ視聴コーナー

外国語資料

集会室

ＹＡコーナー

その他

無回答
市民（n=829）

来館者（n=1,681）

44.8%

35.0%

29.7%

28.5%

19.1%

16.0%

11.6%

10.9%

10.4%

8.4%

5.8%

5.7%

4.8%

4.5%

1.1%

9.3%

38.3%

43.5%

35.0%

23.1%

17.2%

8.5%

15.3%

9.6%

4.9%

11.8%

4.9%

3.7%

4.0%

4.3%

1.4%

10.2%

実用書

読み物

新しい本

専門書

児童書・絵本

豊中や大阪に関する地域資料

雑誌

絶版で手に入らない貴重書

レファレンス資料

視聴覚資料

外国語資料

オンラインデータベース

電子書籍

大活字本・点字資料・録音図書

その他

無回答
市民（n=829）

来館者（n=1,681）

41.5%

32.2%

25.2%

22.7%

19.3%

13.9%

12.9%

7.8%

4.2%

2.8%

10.3%

32.3%

27.6%

15.5%

33.8%

33.1%

11.7%

10.1%

6.0%

2.9%

2.1%

12.0%

駅前等に貸出・返却のポイントを設置

施設を集約し、サービス水準を維持

施設整備・管理運営に民間企業等を活用

新たなサービスより蔵書の充実を優先

現状のサービスと施設を維持

既存施設の活用や他機能との複合化を優先

ＩＣＴを活用してサービスを自動化・無人化

地域住民等が施設の管理運営に参加

サービスを縮小し、コストを削減

その他

無回答

市民（n=829）

来館者（n=1,681）

市立図書館で充実するとよい資料 

市立図書館のあり方の見直しについての考え方 

中央図書館以外の施設に必要な機能 

利用してみたい中央図書館 

市立図書館において重要と考える役割 
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自由記述のご意見を一部抜粋・補足しています。（〇は市民アンケートからの意見、●は来館者アンケートからの意見、◎は両方からの意見）

１． 機能について 
◎子どもにとって身近な図書館であってほしい ◎本を好きになれる働きかけを望む 〇災害時の避難所となるなどフレキシブルな活用法も見すえるとよい 

〇豊中の過去から継承されて来た文化、生活、場所等を子どもたちに伝える役割を担ってもらいたい ●大人も楽しめる図書館であってほしい  

●高齢者の交流の場を希望 ●情報格差を埋める機能を望む ●ひきこもり等で社会参加しづらい人が足を運ぶ場所としていつまでも存続してほしい 

２． 蔵書について 

収集資料の種類や重点的に収集する資料は「豊中市立図書館資料収集方針」に定め、資料の選定は選書委員会で行っています。劣化が激しい資料に

ついては買い替えを含めて検討し、資料の扱いに関するマナーの啓発に取り組みます。各図書館では、岡町（医療・健康情報）、庄内（多文化共生）、千

里（ビジネス・就労支援）、野畑（子育て・ＤＶ防止）と、テーマごとに資料コーナーを設けるなどの特色を出しています。いただいたご意見を参考にして、よ

り魅力ある書架づくりに取り組みます。 

３． サービスについて 

ICT を活用したサービスや広域連携の拡充を進めます。図書館の再編を進めるなかでサービス拠点の拡充を検討します。すべての利用者にとって居心

地のよい場となるよう、利用上のルールやマナーの周知に取り組みます。紙媒体でのお知らせも充実させながら、SNS の活用や動画コンテンツの提供に

ついて検討をすすめていきます。図書館システムや行事についても、いただいたご意見を参考にさせていただきます。 

４． 施設・設備等について 

老朽化が進み、空調の不具合等ご迷惑をおかけしております。令和 2 年度は、服部図書館と高川図書館の空調工事を行います。会話やパソコン利用ができる

席、静かに読書できるスペースなど利用に応じた配置を検討します。居心地よい館内環境の整備に向けて取り組みます。 

５． 運営について 

開館日等の拡充にあたっては、中央図書館を核とした施設配置の再編のなかで検討します。職員の専門性と接遇の向上をめざし、よりきめ細やかな接客を行い

ます。サービスの質の維持・向上を図りながら効率的・効果的に図書館運営を行っていくとともに、地域特性をふまえた特色ある図書館づくりを進めていくため、サ

ービス及び経営の両面から業務の実施主体の見直しも含め、最適な実施手法を確立していきます 

６． 再編・再配置（仮称中央図書館立地等も含む）について 

地域の図書館をご利用くださりありがとうございます。（仮称）中央図書館基本構想の中で、施設の再編についても検討してまいります。 

７． その他 
◎中央図書館に期待している ◎いつも気持ちよく便利に利用している 〇こんなにあると知らなかった。利用してみたい 〇図書館を利用する機会が普段から

乏しいので何の目的で利用したらいいのかわからない 【アンケートについて】〇質問が多すぎる ●アンケート結果を各館で公表してほしい 

全体 
◎読書を楽しむ静かな環境を希望 ◎座席の充実、一部有料で差別化しても良い ◎出入口やトイレ等、バリアフリーに力を入れてほしい 

〇街のあり方ともつながるので外観も大切 ●外国人も利用しやすい環境になるとよい（最低でも英語の表記はあるべき） 

席・フロア 
◎パソコン利用席の充実を希望 ◎静かに読書できるスペースと会話しながらの閲覧やグループで読む場所のどちらもあればよい 

〇パソコン持ち込み席は必要ない ●ＣＤ・ＤＶＤの視聴ができるとよい ●wifi（freespot）の接続が不安定なので改善してほしい 

子ども 

スペース 

◎親子で気がねなく過ごせるスペースと静かに読書するスペースを分けるとよい 〇子どもがうるさくしてもよい施設であれば利用しやすい 

〇赤ちゃんと気軽に利用できる部屋が常設であればよい ●若者・子ども向けのスペースが狭い、靴をぬいで読むスペースが狭い 

●マットが汚い ●子どもたちが楽しく喋りながら本が読めるスペースがあればよい 

自習室 
◎全ての図書館で自習室を開放してほしい ◎話をしながらグループで勉強できる場所がほしい ●持込み資料での勉強を認めてほしい 

●調べ物と自習室の併用的な使い方が出来ればよい 

飲食・会話 ◎飲食できるスペースがほしい（カフェ、コンビニ、持込み可能なスペース、等） ●飲食は今まで通り禁止がよい ●会話できる場所がほしい 

駐車場 ◎駐車場が少ない ◎一部有料や近隣のコインパーキングとの提携等も検討して駐車場の台数を確保してほしい ●駐輪スペースが狭い 

その他 
〇自由空間の（スペース）の拡大確保をお願いします 〇入口近くのパンフレット（催し物、講演会など)がたくさんあり見にくい 

●本を消毒できるシステムがあればいい ●図書館と行政の政治的中立を担保するために政治目的での集会室利用が出来るようにする 

質・量 種別 

◎本が少ない（数が少ない、種類が少ない、他市に比べて少ない） 

◎新しい本が少ない、古い本を整理して新しい本を補充してほしい 

◎人気の本を増やしてほしい◎人気の本ばかり買わないでほしい 

●新刊をどういう経緯で入れているのか明らかにしてほしい 

●各図書館での蔵書の特色を出してほしい 

◎専門書・実用書が少ない・古い ◎CD・DVDの充実を希望 

◎マンガの充実を希望 ◎電子書籍サービスを希望 

◎深く探求するときは電子書籍よりも書籍が有効 

〇誰も借りない専門書は不要 〇外国の子どもにも読みやすい本を希望 

●小説の充実 ●本屋では無い少し前の本や全集も置いてほしい 

●YA部門も蔵書を増やすレイアウトを考えるなど検討してほしい 

●大活字本を増やしてほしい ●雑誌の充実を希望 

展示・配架 その他 

◎作者別がよい ◎子どもの年齢や読む力にあったコーナーがあるとよい 

〇豊中市（地域）の歴史や文化財の紹介があればよい 

●コーナーにあるとラベル通りに探せない ●区分け方法が分かりにくい  

●新書文庫は出版社別がよい ●図書館どうしで入れ替えをしてほしい 

◎市民からの寄贈を受け入れるとよい 

◎図書の汚れに対する対応をとってほしい（所蔵図書の劣化が激しい、

本のにおいがくさい時がある、等） 

貸出・予約 インターネットサービス 

◎貸出期間を長くしてほしい ◎貸出・予約の冊数を増やしてほしい 

〇リクエストの期間が長すぎる  

●予約が無い本は延長できるようにしてほしい（他市借用本も含め） 

●返却遅延者等ルール違反へのペナルティー化・有料化 

◎予約システムが使いにくい 

◎入荷前や豊中市に所蔵のない資料もネットで予約出来るようにしてほしい 

〇予約が集中するので最初の 1か月は館内閲覧のみに限定してはどうか 

●貸出や予約の履歴が見られるとよい 

●携帯に返却日リマインドのメールが届くようにしてほしい 

●予約のキャンセル機能や繰り下げ（順番をずらす）機能があればよい 

●以前の updateの際に利用者の意見を受け付けていない。ユーザーの声を

聞く努力をしてほしい 

広域連携 

◎返却がどこの市でも出来るようになれば嬉しい 

●広域利用で予約もできるとありがたい 

●県（市）の枠を取り払って本が届くとありがたい 

ICT サービスポイント 

◎読書通帳を取り入れてほしい 

〇無人 IT化サービスの推進は却って利用者の足を遠ざけるのでは 

●予約資料を自分で借りるスペースで本が探しにくい 

●すてっぷや教育センターも同じカードで借りられるようにしてほしい 

◎返却・予約の受け取りができるサービス拠点を増やしてほしい 

◎主要な駅等に返却拠点を増やしてほしい  

◎返却ポストを開館中も使用できるとよい 

●予約本の受け取りを 24Ｈ可能にする（例：宅急便の駅ロッカー） 

利用上のルール・マナー 行事 

◎座席やパソコンの長時間の利用に制限をしてほしい 

◎寝ている人、いびきをかいている人への対策をしてほしい 

〇雑誌の閲覧場所が女性が座りにくい雰囲気がある 

●新しい雑誌を一人で何冊も取っている人がいる 

●借りた本に線を引くなど、借りる人のマナーを注意してほしい 

◎郷土資料について勉強する機会やイベント 

〇わざわざ行きたいと思えるような企画やサービスがないと魅力を感じない 

●専門家による講演 ●資格を取るためのスクールのようなもの 

●子どもの学習スクール ●目的に合わせた色々な読み方（How)まで含めた

子ども向け読書啓発活動 ●中央図書館でも「書庫に入れる DAY」を希望  

●しょうない REKの販売日を増やしてほしい ●映画会はお金をとってもよい 

その他・読書支援等 広報 

◎もっと本の紹介をしてほしい、おすすめ本を教えてほしい 

◎子どもたちが本に興味を持てるようなサポートや取組みを希望 

●見つけられない本をカウンターで相談する業務は必要 

◎もっと情報を発信してほしい、利用方法が分からず利用したくてもできない 

〇ＳＮＳ等の活用 〇広報とよなかに行事や情報を分かりやすく載せてほしい 

●全く利用しない人を呼び込む（漫画もあることを知らない人が多いのでは） 

開館日・時間 
◎開館時間の延長希望（22時まで、土日を長く、平日 1日だけでも、参考室やこども室を長く、朝を早く、等） 

●休館日を減らしてほしい（年末年始休館が長すぎる、月末の金曜を開けてほしい、等） ●いぶき図書室の開館日数・時間を長くしてほしい 

職員対応 

◎職員はいつも親切に丁寧に対応している ◎本で調べる方法を伝える役割を職員に期待する 〇手話が出来るスタッフ等充実してほしい 

〇リクエストやレファレンスにこたえられないことが多い 〇職員に身なりのできない人が多い ●専門知識を持つ職員が必要か疑問 

●専門の知識を持つ職員の存在は大きく頼りにしている ●子どもの本のアドバイスをしてくれる人がいるとよい 

その他、委託

について等 

◎民間委託はやめてほしい、未来への投資として行政が責任を持って質の高い図書館サービスを進めてほしい 

〇何度も行きたくなる工夫があるには民間の協力も必要 〇武雄市図書館みたいに民間の力をかりて全国から人が訪れる図書館にしてほしい 

〇図書館内に市民活動団体の事務局機能を持つのはどうかと思う。（地方公務員法に抵触するのでは） ●民間に委託すると偏った蔵書にな

るのではと不安 ●企業が利益を得られなくなった場合や利用状況等の個人情報の保護をどうするのか想定できない 

集約・再編 
◎図書館を減らさないでほしい、小規模でも幅広いエリアにある方がよい ◎中央図書館により現在のサービスが低下するのはやめてほしい 

◎駅前など利用の多い館のみ残して集約すべき ●地域に根付いた分館の役割が重要 

立地 

◎中央図書館を作るなら駅から近く利便性のよい場所がよい ◎移動図書館の巡回を増やしてほしい、図書館のない校区に回ってほしい 

◎豊中駅付近がよい、エトレ内の施設も図書館にするべき ◎千里中央付近がよい 〇中央図書館を含め図書館の巡回バスを走らせてほしい 

●サービスを集約するなら駅前や市役所等にサービスポイントを作ってほしい 

複合化 

◎児童館やプレイルームとの併設がよい ◎図書館の建物にこだわらず公共施設として費用対効果を考えて複合化や活用方法を検討すべき 

〇美術館・資料館・博物館・映画館等の文化施設を集めて気軽に利用できるとよい 〇本を中心としてカフェや公園と併設であれば利用したい  

〇図書館機能に特化し余計な施設は併設しないで欲しい ●買い物等も一緒にすませられる場所にあるとよい  

●施設の集約については図書館単独ではなく市民サービスの拠点として市全体で議論が必要  

コスト 

◎建物より蔵書や人に予算を使ってほしい ◎ICT等を活用してコスト削減をはかるとよい 

〇経費削減のための集約を進めるなら、現状の経費の収支を公開し、どこを削減し、どのように集約化を進めるかを広く市民に問うべき 

●小額での有料化やボランティアとの協働等でコストの負担を下げるとよい ●無人化をすすめるのではなく人の温かみのあるサービスを望む 

その他 
〇地域の図書館で児童書を充実させ中央図書館は専門書等の拡充にあててほしい 〇新しい図書館や郷土資料館は不要  

〇他府県市を調べて適正な運営あり方を考えてほしい ●中央を求めるより大阪府や他市(府内)との連携強化を指向すべき 
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